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ポ
ル
ト
ガ
ル
語
圏
諸
国
共
同
体
（
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
）
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
と
し
て
の
世
界
戦
略
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
国

連
の
公
用
語
に
推
挙
す
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
四
年
に
我
が
国
は
安
倍
総
理
大
臣
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
初
訪
問
を
受
け
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
圏
諸
国
共
同
体
（
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
）

に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
と
し
て
加
盟
、
以
降
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
領
域
に
お
け
る
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
諸
国
と
の
関
係
を
深
め
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
の
普
及
・
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
に
は
東
博
史
ポ
ル
ト
ガ
ル
日
本
国
大
使
（
当
時
）
が
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
（
当
時
）
よ
り
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
常
任
代

表
と
し
て
正
式
に
任
命
さ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
に
は
マ
リ
ア
・
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ラ
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
事
務
総
長
が
訪
日
、
外
務
省
を
訪
問
、
岸
外
務
副
大
臣
と
意

見
交
換
を
行
い
、
ま
た
、
超
党
派
「
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
推
進
議
員
連
盟
」
の
総
会
に
出
席
、
議
連
参
加
議
員
と
も
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
日
本
と
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
は
政
治
、
経
済
他
、
様
々
な
分
野
で
協
力
関
係
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
一
致
し

た
。民

間
分
野
で
は
、
日
本
の
総
合
商
社
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
の
首
都
、
リ
ス
ボ
ン
に
出
張
所
を
開
設
し
、
欧
州
、
米
州
、
そ

し
て
ア
フ
リ
カ
を
つ
な
ぐ
地
政
学
上
の
戦
略
立
地
に
あ
っ
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
諸
国
と
の
関
連
取
引
の
拡
大
を
目
指
す
動
き
な
ど
が

一



見
ら
れ
る
。

我
が
国
は
、
過
去
に
は
、
二
〇
〇
六
年
、
政
府
、
民
間
、
一
丸
と
な
っ
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル

は
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
日
本
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
方
式
を
採
用
、
そ
の
後
「
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
方
式
」
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
と
日

本
の
連
携
に
よ
り
、
南
米
を
中
心
と
し
た
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
諸
国
圏
に
一
定
の
商
圏
を
確
立
し
た
と
い
う
実
績
が
あ
る
。
こ
の
成
功
体

験
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
の
枠
組
み
が
、
日
本
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
諸
国
に
お
け
る
経
済
圏
構
想
と
し
て
実
現
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
は
官
民
連
携
に
よ
り
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
方
式
の
地
デ
ジ
が
一
定
の
商
圏
を
確
保
し
た
実
績
が
あ
り
、
将

来
的
に
も
、
同
様
な
戦
略
に
よ
り
多
角
的
な
関
係
諸
国
と
の
貿
易
関
係
に
お
い
て
、
日
本
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

の
確
立
を
実
現
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
が
、
日
本
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
諸
国
発
の
世
界
に
通
用

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
つ
く
る
孵
化
機
能
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
諸
国
圏
を
中
核
に
し
な
が
ら
も
、
共
通
言
語
と
し
て
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
い
う
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
の
概

念
を
超
え
た
「
拡
大
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
」
が
誕
生
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

他
方
、
他
国
の
取
り
組
み
を
見
る
と
、
中
国
は
返
還
後
の
マ
カ
オ
を
拠
点
と
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
加
盟
国
と
二
国
間
ベ
ー
ス
に

二



よ
る
協
力
関
係
を
強
化
し
て
き
て
お
り
、
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
加
盟
国
（
ア
ン
ゴ
ラ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ー
ボ
ヴ
ェ
ル
デ
、
ギ
ニ
ア
ビ
ザ

ウ
、
赤
道
ギ
ニ
ア
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
サ
ン
ト
メ
・
プ
リ
ン
シ
ペ
、
及
び
東
テ
ィ
モ
ー
ル
）
を
含
む
ア
フ
リ
カ

地
域
へ
の
影
響
力
を
強
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
、
観
点
か
ら
以
下
質
問
す
る
。

一

日
本
政
府
と
し
て
は
、
今
後
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
と
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
、
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
加
盟
国
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
協
力
、
共
同
作
業
等
を
行
う
用
意
が
あ
る
の
か
。

二

日
本
政
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
圏
を
対
象
と
し
た
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
政
策
を
は
じ
め
、
情
報
発
信
や
人
的
交
流
な
ど
、
ソ
フ

ト
戦
略
を
推
進
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

三

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
母
語
話
者
と
す
る
人
口
は
二
億
一
千
五
百
万
人
と
い
わ
れ
、
こ
れ
は
国
連
公
用
語
で
あ
る
ロ
シ
ア
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
を
抜
い
て
、
世
界
で
最
も
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
多
い
言
語
の
七
番
目
に
位
置
す
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は

国
連
公
用
語
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
政
府
と
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
国
連
公
用
語
に
推

挙
す
る
意
思
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


